事　業　計　画　書
	項　　　目
	事　　業　　内　　容

	地目別面積
	田
	㎡
	畑
	○○㎡
	宅地
	㎡

	
	山林
	㎡
	その他
	㎡
	合計
	○○㎡

	一体利用する農地以外の土地の権利の取得見込み
	

	給水・排水・調整池計画


	給水，雑排水はなし

雨水：敷地内砕石敷き均しによる浸透処理

	防災計画
	（工事中）

　

	（施工後）

　敷地周辺にはCoﾌﾞﾛｯｸを設置して土砂流出を防ぐ


	周辺農地の営農条件への被害防除対策
	土砂流出防止
	支障なし

	
	農業用用排水施設への影響
	特になし

	
	日照・通風の影響
	支障なし

	
	集団的農地の蚕食・分断のおそれ
	支障なし

	
	農道・ため池等農地保全施設への影響
	特になし

	隣接農地所有者・耕作者への説明状況
	

	一時転用期間の説明


	（必要最小限度の期間であることの説明）

　

	その他


	


１．計画施設内容（事業を行う理由等）

　　　長年，休耕している畑を有効に利用するため，国の固定価格買取制度を活用し，環境負荷の少ない太陽光発電の設置を計画しました。所有者からも同意を得て，隣接農地への影響，連坦性，集団性の影響も少ないことから，建築場所を決定しました。
２．候補地の検討

　（１）事業の目的、必要性

　　ア　事業の目的　　　　太陽光発電施設の設置
　　イ　事業の必要性　　　太陽光発電設置による遊休地の有効活用
　（２）当該地を選定した理由

　　　　　　当該農地は，長年休耕している畑であり，さらに第2種農地であることを確認しました。農用地の集団性，連坦性にも影響が少ないうえ，土地改良事業等の農業公共投資の対象地でもないことから選定しました。
　（３）候補地（申請地を含む。）として選定した土地の概要及び検討結果

　　ア　候補地を選定した要件（条件）

　　　　　　事業目的を達成するうえで必要な条件として、以下のことを満たしている土地において候補地を選定しました。

1 代替すべき土地がないものであること。
2 必要最小限の面積を確保できること。
3 農用地の集団性・連担性が失われないこと。
4 周辺農地に支障がないこと。（農作業の効率・日照・通風（畜産苦情・土埃苦情が懸念されない）・農業用排水路の機能維持・農道利用（農業機械の搬出入）など）
　　イ　候補地とした土地の概要及び結果
	候補地
	土地の所　在
	全体面積（農地面積）㎡
	農振法関係
	都市計画法
	土地の状　況
	周辺農地への影響
	検　討　結　果

	
	
	
	農振地域内
	農　振

地域外
	非線引都市計画
	
	
	

	
	
	
	農用地区域内
	農用地区域外
	
	用途地域
	用途地域外
	
	
	

	①

	○○字
○○123-1
	2,000
	○
	
	－
	
	○
	畑
	特に
なし
	○
接道有
周辺農地に支障無

	②

	○○字

○○456-7
	1,000
	
	○
	－
	
	○
	畑
	特に

なし
	×

隣地が山林であり効率良い発電が期待できないため断念

	③

	○○字○○
89-10
	1,500
	
	○
	―
	
	○
	山林
	特に

なし
	×

隣接地の宅地は急斜面下のため土砂流出の恐れがあり断念

	④
	○○字○○

90-12
	2,000
	
	○
	―
	
	○
	山林
	特に

なし
	×

南側隣接地が山林で日当たりが悪く事業目的を達成できない


	記入例（太陽光）


　　（４）添付書類
　　　　　　　位置図は別添のとおり
